
分子微生物学科 

1. 教育研究上の目的

本学科は、微生物の様々な機能を駆使する微生物開発・利用が望まれていることを踏まえ，有

用な微生物資源の探索と培養工学を駆使した微生物機能の開発，並びに微生物間及び動・植物と

の相互作用における多様な生命現象を分子の視点から理解し，物質生産技術の開発や環境問題・

エネルギー問題など現代社会の諸問題の解決に貢献する人材を養成する。

2. 教育目標

分子微生物学科は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。

（１）微生物の生物機能および他生物や環境との関わりについて生命科学の視点で深く理解する

者

（２）微生物の研究を通して生命の本質を理解し、もって科学・学問の発展に寄与することがで

きる者

（３）微生物の新たな機能の発見や開発を通して、人類が抱える諸問題の解決に貢献することが

できる者

3. ディプロマ・ポリシー

分子微生物学科は、専門に特化した深い知識や技能だけでなく、より幅広い知識や能力を身に

つけ、さらにはそれらを結び付けて発信できる人材を輩出するため、教育目標に基づいて設置し

た授業科目を履修して所定の単位数を修得し、卒業論文を提出することを学位授与の要件とする

とともに、以下の能力を備えた学生に学位を授与します。 

（１） 自然科学を中心に、社会科学にまでわたる基礎的・基盤的知識の修得と同時に、本学科の

目標とする専門的・先進的な知識や技術、コミュニケーション能力などを身につけている。 

（２） 本学科の教育・研究対象となる分野を基盤とした知識、技術、応用力などを社会活動に結

びつけることのできる幅広い力を身につけている。

（３） 卒業論文の作成を通して、課題探求力、情報収集力、計画力、技術力、知識の活用力、批

判的・論理的思考力、問題解決力、数的処理、文章表現およびプレゼンテーション能力な

どの能力を身につけている。

（４） 研究室における諸活動および学内外での体験的・実践的諸活動に基づき、広い視野、他者

への十分な理解、自らの意思を適切に表現できる表現力と語学力を有し、社会で能動的に

活動しうる能力を身につけている。



4. カリキュラム・ポリシー

分子微生物学科では、微生物の機能について総合的に理解するとともに、その機能に基づく斬

新な応用利用法の探求について教育を施し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるた

め、以下の方針のもとに教育課程を編成します。 

(１) 基礎的・基盤的知識の修得と農学にかかわる実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総

合教育科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の区分により科目を配当する。また、

「専門教育科目」には、「学科教養科目」および「学科専門科目」の区分を設け、専門基

礎から応用まで段階的な科目の配当を行う。

(２) 「総合教育科目」は、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「課題別科目」および「就

職準備科目」の区分を設け、大学での就学方法等を修得する科目と専門教育の同期づけと

なる授業科目を配当する。合わせて学習内容を将来の進路に繋げるための準備科目も配当

する。

(３) 「外国語科目」には、異文化理解および国際的視野を形成するための実践的な語学科目を

配当する。

(４) 「専門教育科目」には、「学科教養科目」および「学科専門科目」の区分により授業科目

を配当する。「学科教養科目」には、学部の性質上修得することが望ましい基礎・専門科

目を配当する。「学科専門科目」には、「専門共通科目」、「専門基礎科目」、「専門応

用科目」および「総合化科目」に区分を設定し、学科の専門である微生物を学ぶための基

盤となる科目、微生物と他生物との相互作用を理解するために必要な生物分野を網羅した

科目、専門を深めるための「微生物学実験」や「ゲノム解析演習」など実学主義に基づく

多くの実験科目を配当する。さらに「総合化科目」では、アクティブラーニングや問題解

決型授業を取り入れた研究室活動を含め、４年間の集大成である「卒業論文」を必修科目

として配当する。

5. アドミッション・ポリシー

分子微生物学科では、目に見えないミクロの世界で起こる生命現象に強い興味を持ち、さらに

は微生物が関与する様々な生命活動を幅広く認識し、未知の研究領域を積極的に開拓することが

できる人材を育成します。そのため、本学科では、次のような学生を求めています。 

（１） 微生物だけでなく、植物や動物、また、分子変化は化学反応であるため、化学を含めた自

然科学的基礎学力を修得する意欲を有している。

（２） 調査能力、読解力、発信力、コミュニケーション能力に対して積極的に学ぶ姿勢を有して

いる。




